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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成27年4月30日(2015.4.30)

【公開番号】特開2013-151755(P2013-151755A)
【公開日】平成25年8月8日(2013.8.8)
【年通号数】公開・登録公報2013-042
【出願番号】特願2013-46891(P2013-46891)
【国際特許分類】
   Ｂ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   9/052    (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   1/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｇ    9/05     　　　Ｋ
   Ｂ２２Ｆ    1/00     　　　Ａ
   Ｂ２２Ｆ    1/02     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月11日(2015.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平均粒子径が０．４～０．５μｍであり、かつ平均粒子径ｄ（μｍ）と真密度Ｍ（ｇ／
ｃｍ3）とＢＥＴ比表面積Ｓ（ｍ2／ｇ）との積（ｄＭＳ）の値が５．４～５．８の範囲内
であるタングステン粉。
【請求項２】
　酸化剤を含有する水溶液中にタングステン粉を分散することにより、タングステン粉の
粒子表面に酸化膜を形成させ、前記酸化膜をアルカリ水溶液で除去する工程を含む方法に
より製造されるものである請求項１に記載のタングステン粉。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　球形に近い粒子の表面に形成される誘電体層は、ほぼ一様な曲率を有し、応力が集中し
やすい大きな曲率で屈曲する部分が無いので劣化が少ない。その結果、ＬＣ特性がより良
好なコンデンサが得られる。
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